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第１章 総 則 

 

（目的） 

第１条 本共通仕様書は、春日那珂川水道企業団（以下「甲」という。）が発注する管

路工事を円滑に施工することを目的とする。 

 

 （適用） 

第２条 本工事の施工にあたっては、本共通仕様書及び設計図書によるほか、次の各

号に掲げる仕様書及び規格等によるものとする。 

(1) 水道工事標準仕様書(日本水道協会 2010 年版) 

(2) 水道施設設計指針(日本水道協会 2024 年版) 

(3) 土木工事共通仕様書(福岡県県土整備部 令和 7年 10 月版) 

(4) 土木工事施工管理の手引き(福岡県県土整備部 令和 7年 10 月版) 

(5) JIS(日本産業規格)及び JWWA(日本水道協会規格) 

(6) NS 形ダクタイル鉄管接合要領書(日本ダクタイル鉄管協会 2025 年 6 月版) 

(7) GX 形ダクタイル鉄管接合要領書(日本ダクタイル鉄管協会 2025 年 10 月版) 

(8) 給水装置工事設計施工基準(春日那珂川水道企業団 平成 21 年 11 月版) 

２ 本共通仕様書は、各仕様書及び設計図書等に優先する。 

３ 本工事の発注に際して行う現場説明内容もこの適用範囲とする。 

 

（定義） 

第３条 本共通仕様書において、「指示」、「承諾」及び「協議」の定義は次の各号に定

めるところとする。 

(1) 指示とは、契約図書の定めに基づき、監督員が請負者（以下「乙」という。）に

対し、工事の施工上必要な事項について書面により示し、実施させることをい

う。 

(2) 承諾とは、契約図書で明示した事項について、甲または乙が書面により同意す

ることをいう。 

(3) 協議とは、書面により契約図書の協議事項について、甲または監督員と乙が対

等な立場で合議し、結論を得ることをいう。 

 

（責任施工） 

第４条 本工事の一切を責任施工として規定するが、当企業団指定の製品または施        

工方法に瑕疵・過失の問題が生じた時は、製品についてはそのメーカー、施工方法

についてはその施工業者が乙と同等の責任を負うものである。 

 

 






























































